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(57)【要約】
　アイスパックを受け入れる入れ物を有し、その底端部
に装着される下着を有する腰部取り囲みバンドと、前記
腰部取り囲みバンドの背面にその一端で装着され、前記
下着の股下領域の下を通した後に着用者の股下領域に圧
力を掛けることができるように、前記腰部取り囲みバン
ドの正面に他端で取り付け可能となっているストラップ
部材と、を備える骨盤腹部サポート衣料。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その正面部分で調節可能に装着可能であり、上端部、底端部及び背面部を有する腰部取
り囲み部材と、
　前記腰バンドの底端部に取り外すことなく装着され、股下領域を有する下着と、
　ストラップ部材であって、前記腰部取り囲み部材の背面部分に装着される一端と、前記
下着の股下領域の下を通した後に着用者の股下領域に圧力を掛けることができるように、
前記腰部取り囲み部材の正面部分に取り付け可能となっている他端と、を有するストラッ
プ部材と、
　を備える骨盤腹部サポート衣料。
【請求項２】
　前記下着の股下領域は、着用者の股下領域を冷やしたり温めたりするジェルパックを保
持するための入れ物を備える、請求項１に記載の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項３】
　前記下着の股下領域は吸収パッドを装着するための手段を備える、請求項１に記載の骨
盤腹部サポート衣料。
【請求項４】
　前記ストラップ部材の他端は、前記腰部取り囲み部材と面ファスナによって取り付け可
能である、請求項１に記載の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項５】
　前記ストラップ部材の他端は、複数の部分に分かれており、着用者の股下領域に掛ける
圧力のかけ方を調節できるようになっている、請求項４に記載の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項６】
　前記腰部取り囲み部材は、腰骨の頂部から腹部領域の上部にまで延在し、着用者の腰部
の全てを実質的にカバーし、着用者の腹部領域に掛ける圧力を着用者が調節できるように
面ファスナによってその正面で装着可能である、請求項１に記載の骨盤腹部サポート衣料
。
【請求項７】
　前記吸収パッドを装着する手段は、面ファスナを含む、請求項３に記載の骨盤腹部サポ
ート衣料。
【請求項８】
　前記下着の股下領域と接触する前記ストラップ部材の部分は、ストラップ部材を囲むパ
ッド部材を備える、請求項５に記載の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項９】
　前記ストラップ部材は複数のストラップである、請求項１に記載の骨盤腹部サポート衣
料。
【請求項１０】
　３つのストラップを備え、着用者が前記腰部取り囲み部材の正面の中央部分に１つのス
トラップの他端を固定し、前記１つのストラップの他端から側方に変位して残りの２つの
ストラップの他端を固定できるようになっている、請求項９に記載の骨盤腹部サポート衣
料。
【請求項１１】
　パッド部材が下着の股下領域に接触するところで複数のストラップを囲んでいる、請求
項９に記載の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項１２】
　前記サポート衣料が、非恒久的な使い捨て可能な材料で作られている、請求項１に記載
の骨盤腹部サポート衣料。
【請求項１３】
　さらに、第１及び第２の側部を有する取り外し可能な部材を備え、前記第１の側部に面
ファスナ部を有し、第２の側部にジェルパックを受け入れるポケットを有し、前記取り外
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し可能な部材は、その上部外側で前記腰部取り囲み部材に装着可能であり、該衣料の着用
者を冷やしたり温めたりするために内側に捲られる、請求項１に記載の骨盤腹部サポート
衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１２年８月１５付けでなされた仮出願Ｎｏ．６１／６８３５１７を基礎と
するものであり、その出願日の利益を主張する。
【０００２】
　本発明は、癌や生殖器、腹部手術、又は出産のような激しい又は慢性的な状態から引き
起こされる痛み、浮腫及び感染を制御するために、それによって合併症を少なくし回復期
間を改善する、患者が使用するための骨盤腹部の医療用サポート衣料に係る。
【背景技術】
【０００３】
　腹部、生殖器又は骨盤の美容外科又は再建外科手術を受けた患者、又は出産した患者は
、回復期間中に何らかの合併症の候補となりがちである。そのような合併症の典型例は、
無気肺、沈下性肺炎、静脈炎、肺合併症、外陰部脱出症、腹部の腫れ及び腰痛である。癌
や重い関節炎のような激しい、慢性の状態の患者は、しばしば、痛みを和らげるために骨
盤又は腹部領域にサポートを必要とする。先行技術は、腹部のサポートを提供するために
繊維の弾性的性質を用いたバインダー又はベルトの使用を教示する。そのような従来技術
の典型例は、米国特許第３７８３８７９、米国特許第５５７１０３９、米国特許第６２７
０４６９である。ある場合には、先行技術は、背中を支える支持具（ｂａｃｋ　ｂｒａｃ
ｅｓ）又は腰を支える支持具（ｂｅｌｌｙ　ｂｒａｃｅｓ）であり、生殖器脱出症用下着
を提供する。先行技術は、衣料の形成に使用される繊維の弾性的性質の利用と、ある場合
には弾性支持とは反対に機械的支持を提供する非弾性的材料の利用の両方を教示する。痛
みを緩和する助けとなるコールドパックを受け入れるように適した一体化したポケットを
有する下着を教示する先行技術もある。
【０００４】
　しかしながら、現在知られている先行技術のサポート衣料では、患者がすみやかに装着
でき、使用者の股下領域に掛ける圧力の加減を容易に調節できる衣料を提供せず、必要と
されるサポート、及び股下領域の快適さの増大を提供するために使用者の股下領域にアイ
ス及び吸収パッドを使用者が利用することができる装置はなく、患者の通常の生理機能の
回復を助けるために早めの歩行を提供し、合併症を防ぎ又は最小化するような衣料を提供
しない。
【発明の概要】
【０００５】
　骨盤腹部のサポート衣料であって、使用者によって調整可能に装着し得る腰部取り囲み
部材と、腰バンドの底端部に装着され、該下着とともに股下領域を画定する下着と、前記
腰部取り囲み部材の背面部分に装着される一端と、下着の股下領域の下を通した後に着用
者の股下領域に使用者が圧力を調節可能に掛けることができるように腰部取り囲み部材の
正面部分で使用者により取り付け可能となっている他端を有するストラップ部材とを備え
る、骨盤腹部のサポート衣料である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の仕組みに関連して組立てられた医療用サポート衣料の斜視図。
【図２】衣料から取り外された下着の斜視図。
【図３】衣料の背面図。
【図４】衣料の正面図。
【図５】凍ったジェルパックを受け入れるポケット又は入れ物を備えた取り外し可能な部
材を説明する図。
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【図６】吸収材を受け入れるように構成された取り外し可能な部材を示す図。
【図７】股下受け入れ領域を囲むパッドを有するストラップ部材を説明する図。
【図８】本発明に係るサポート衣料を着用している着用者の側面図。
【図９】外部のジェルパックを受け入れるよう適合した取り外し可能な部材であり、衣料
の正面又は背面の外側に取り付け可能な部材を示す図。
【図１０】凍ったジェルパックを受け入れるポケットを示す図９の部材に関する図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　上記で述べたように、癌又は重い関節炎のような激しい慢性の状態の患者、又は腹部、
生殖器若しくは骨盤の美容外科や再建外科を受けた患者、又は出産した婦人は、しばしば
、重い不快、腫れ、外陰部脱出、腹部膨満、関節痛及び腰痛を経験する。本発明に係る骨
盤腹部医療用サポート衣料は、概略、腰骨の頂部から上部腹部にまで延在し、背中、腹部
をサポートし、腫れを少なくするために腹腔に圧力を与えるように構成されている硬い、
支持となる支えのような材料で作られている、上部の調節が可能な腰部取り囲み部材を有
する。　
　本発明に係る骨盤腹部の調節可能な医療サポートは、手術や出産直後、及びその後の、
患者が回復中の間、何週間も下着の上に、背中、腹部及び外陰部をサポートする衣料を着
用する患者が直面する問題を扱う。
【０００８】
　より具体的に、図１ないし４を参照すれば、骨盤腹部医療サポート衣料１０が説明され
る。図示されるように、衣料は、開放部１４を有する腰部取り囲み部材１２を備え、以下
により詳細に記載されるように、使用者が衣料１０を穿くと、商標Ｖｅｌｃｏの名前で販
売されているタイプのような面ファスナにより開放部１４及び１６で腰部取り囲み部材が
閉じられ、固定されるようになっている。衣料１０の腰部取り囲み部材１２は、横方向に
弾性があり、縦方向には弾性のない、硬い、支持となる支えのような材料で作られている
。この硬い、支持となる支えのような材料は、背中と腹部をサポートし、横方向の弾性は
、腹腔に調節可能な圧力を掛ける。腰部取り囲み部材が所定の場所に置かれると、着用者
は、開放部１４，１６の２つの部分を共に持ってくることにより、面ファスナが固定され
るとき腹腔に所望の圧力を掛けることができる。
【０００９】
　伸縮材料で作られた下着２４は、腰部取り囲み部材１２の裾２０に、取り外されること
なく装着される。下着２４は脚開口２６，２８を備え、使用者が下着を穿けるようになっ
ている。下着は、また、着用者の股下領域に嵌まるように適合した股下領域３０を備える
。下着２４の内部は３２，３４で示される面ファスナの片方をそこに固定する。面ファス
ナ３２，３４のこれら部分は、下着の股下領域３０の各端部に位置し、以下により詳細に
記載されるポケット又は入れ物を有する取り外し可能な部材を受け入れるように適合して
いる。
【００１０】
　ストラップ部材３６がその裾２０に隣接した腰部取り囲み部材の背面２２に装着される
。特に、図１，３，４で説明されるように、ストラップ部材３６は、３つの分かれた別個
のストラップ３８，４０，４２からなることが好ましい。これらストラップは弾性があり
、着用者がこの衣料を着用するとき、ストラップ部材３６は、下着の股下３０の下を、そ
の外側を通り、腰部取り囲み部材１２の正面２０に持ってこられる。腰部取り囲み部材の
正面部分２０は、Ｖｅｌｃｏのような面ファスナの片方から作られ、このようなものが、
図４に４４で示されている。図４に特に示されるように、３つのストラップ３８，４０，
４２は、着用者によって上に引き上げられ、中央のストラップが中央に、２つのストラッ
プ３８，４２が第１ストラップ４０の側方に置かれ、かくして、着用者にとってより快適
となる特定のパターンで着用者の股下領域に圧力をかけ、所望な量のサポートを股下領域
に提供するために所望な圧力を掛けることとなる。
【００１１】
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　着用者がサポート衣料１０を使用しようとするとき、着用者は面ファスナを分離するこ
とで２つの部分１４，１６を分離することにより、腰部取り囲み部材を簡単に分離するこ
とができ、その後、下着２４の開口２６，２８を通して使用者の足と脚を置くことにより
、下着を穿くことができることが理解される。下着は、抗菌性で速乾性の弾性部材から作
られる。
【００１２】
　より具体的に、図５を参照すれば、下着２４の股下領域に隣接した３２，３４で示され
る第１の片方と協働する面ファスナの他方の片方の４８，５０の各端で固定される、分離
した取り外し可能な部材４６が説明される。取り外し可能な部材４６は、ポケット又は入
れ物５２がそこに形成されるように作られる。ポケット５２は部材４６の部分に沿って延
在し、凍った又は熱いジェルパックを受け入れるように適合しており、部材４６が下着２
４の股下領域の内部に位置するとき、着用者の股下領域に凍った又は熱いジェルパックの
利用を通じて、冷やしたり温めたりできるようになっている。部材４４が下着から取り外
し可能であるので、部材４６は、所望に定期的に、又はそのような部材が使用者に提供さ
れる回数より多く定期的に洗濯され、清潔にされ得る。
【００１３】
　図５，６にも示されるように、部材４６は、その一端に向かう第１ストラップ又は紐５
４を有し、反対側の近くに追加的なストラップ又は紐５６を有する。紐５４，５６は着用
者の股下に近接してすみやかに位置付けされる吸収パッド５８を保持するために利用され
る。部材４６のポケット５２の中にジェルパックが挿入され、その後、パッド５８を所定
の位置に固定するために、２つのストラップ５４，５６の下に挿入することにより、パッ
ドが位置決めされることが理解されよう。必要ならば、パッドは粘着性の表面を有し、そ
れは、部材４６の所定の位置にパッドを固定する助けとするために、部材４６の内表面に
対向して置かれる。
【００１４】
　これまで示してきたように、ストラップ部材３６は、３つの分かれたストラップ３８，
４０，４２を備える。使用者にとってこれらのストラップをより快適にするために、図７
に示すパッド６０は、ストラップ３８，４０，４２を取り囲むように設けてあり、ストラ
ップと使用者の股下領域の間にパッド領域を設けるために、使用者の股下領域に置かれる
。
【００１５】
　図８により明確に示されるように、骨盤腹部サポート衣料１０は、使用者の体上に定位
置にあるとき、使用者の上部ヒップ領域６０から上部腹部領域にまで延在する。
【００１６】
　より具体的に図９を参照して、その頂部に面ファスナ部６６を有する取り外し可能な部
材６４が示されている。ファスナ６６は腰部取り囲み部材１２と、その正面又は背面の頂
部で取り付け可能である。図１０を参照すれば、部材６４の裏側７０にポケット６８が示
されている。凍った又は熱いジェルパックはポケットに挿入され、その後、部材６４は捲
りあげられ、ジェルパックが使用者の背中や腹部を冷やしたり温めたりするために、背中
や腹部の所望な部分に対向する。
【００１７】
　ある場合には、例えば、手術や出産直後のような、切開部分からにじみ出たものが衣料
を汚しても、当該領域に圧力を掛け、冷やしたり温めたりしたとき、本発明に係る骨盤腹
部サポート衣料は、使用後に捨てられてよい非恒久的材料で作られ得る。例えば、本発明
に係る衣料は、吸収性能を備え、伸縮可能であり、衣料を所定の位置に固定するための重
ね領域を有するＰａｍｐｅｒｓ　Ｓｗａｄｄｌｅｒｓのおむつのような材料で作られ得る
。そのような場合、ジェルパックを受容するポケットは衣料の股下の一部分として形成さ
れ得る。
【００１８】
　このように、手術後若しくは出産後の着用者の回復を助けるため、着用者にサポートと
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快適さを提供し、又は激しい若しくは慢性の医療状態からの軽減を提供するのに有益な骨
盤腹部用の医療器具サポート衣料が開示された。
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【図２】
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【図３】
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【図７】
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【図８】
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【図９】

【図１０】
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